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ＮＨＫドラマがミャンマーで放送へ 
～連続テレビ小説「カーネーション」と大河ドラマ「篤姫」 民政移管後初めて～ 
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ＮＨＫ広報局 

 
 
民主化の進むミャンマーで、連続テレビ小説「カーネーション」と大河ドラマ「篤

姫」が、７月後半からをめどに放送されることになりました。ミャンマーの地上波テ

レビでＮＨＫドラマが放送されるのは、おととしの民政移管以来、初めてです。 

 

放送は、日本国際放送（ＪＩＢ）が主体となって、現地の民間放送局、ミャンマー・

ナショナル・テレビ（ＭＮＴＶ）と行うプロジェクトの一環として実施します。 

 

ＭＮＴＶは、現在、衛星放送チャンネルですが、７月後半から最大都市のヤンゴン、

首都・ネピドー、第２の都市のマンダレーの三大都市で、地上波チャンネルとしても

放送を始める予定です。この新しいチャンネルで、2つのドラマを放送します。 

 

<放送予定> 

●「カーネーション」 月曜から土曜まで、午後７時のニュースの後に１話ずつ放送。 

●「篤姫」 毎週１回、夜の時間帯に放送 

●日本の風土、文化・歴史をテーマにシリーズ番組を共同制作（ＪＩＢとＭＮＴＶ） 

 

プロジェクトの推進にあたって、コンテンツの海外展開を支援する国の補正予算を

活用。また、現地に進出する日本企業への協力も呼び掛けることにしています。 

 

ＮＨＫグループとＭＮＴＶは、持続的にＮＨＫの番組を放送できるよう協力体制を

築き、海外展開の新しいモデルにできればと考えています。 

 

  
    ヤンゴンにあるミャンマー・ナショナル・テレビ（ＭＮＴＶ） 



▼ミャンマーのテレビ事情 

 民主化が進む中、テレビ保有世帯が増え、地上波チャンネルも新設。外国企業の広

告参入などでテレビ事業は急速に発展。 

 

▼「カーネーション」 

 ３人の娘を世界的ファッションデザイナーに 

育てたコシノ一家をモデルに、女性の自立、 

ファッション、家族の成長を描いた物語。 

日本では 2011年に放送、これまでの連続 

ドラマ小説にないヒロイン像が話題となった。 

台湾で大人気を集めるなどアジア各国でも放送。 

 

 

▼「篤姫」 

 激動する幕末の時代のファーストレディー、 

篤姫の生きざまを描いた物語。 

日本では、2008年に放送し、それまでの 

過去 10年で大河ドラマの最高視聴率となる 

平均視聴率 24.5％を記録。アジアの各国に加えて 

大河ドラマとしては初めて欧州のルーマニアや 

ハンガリーで放送された人気の番組。 

 

▼ＮＨＫ番組の海外展開 

 平成 24年度、37の国と地域に約 4600本が提供。 

アジアでは、とりわけ、大河ドラマや連続テレビ 

小説といったドラマが人気。 

 

 

 

 

 

 


